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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、ＪＲ横須賀線、江ノ島電鉄の鎌倉駅東口より「新逗子」行きバスに乗車
し「亀が丘」バス停から徒歩２分の閑静な住宅街にあります。近くには買い物に便
利なコンビニエンスストアや小坪漁港、披露山公園があります。すぐ隣には市民活
動の場である「地域活動センター」があり、毎日ボランティアによるティーサロン
や各種の福祉活動が行われ、利用者も参加しています。
＜優れている点＞
家族会を年６回、開催しています。法人職員や１家族で２名参加する家族もあり、
１０名前後の人々が出席しています。事業所の運営・行事・職員体制や食事・医療
連携などについて活発な質問や要望などの意見交換をしています。会議に不参加の
家族には詳細な議事録を送付しています。運営推進会議は市の職員や地域の団体役
員、ボランティアも参加し、外部の人々の目を通して事業所が取り組んでいる内容
や課題について検討しています。地域の住民にも声をかけ、脳や身体のトレーニン
グになる法人独自の「ＮＯＡエクササイズ」を定期的に開催しています。毎月、職
員全員が参加する全体会議の中で「虐待防止委員会」「身体拘束廃止委員会」を開
催しています。身体的・心理的・放任など各分野から検討し、「虐待防止チェック
シート」にまとめ、情報を共有しています。
＜工夫点＞
職員は毎朝、介護の現場に入る前に入口に掲示してある「接遇の行動方針」を一人
ひとりが声を出して読み上げ、気持ちを引き締めて１日のケアに取組んでいます。

逗子理念より
「①地域に根ざした明るく楽しいホーム創りを！」に基づき、地域に根づき活動しているホー
ムです。地域の方からの協力も得られ、地域の祭礼やご近所サロン、文化祭、防災訓練等地域
に根ざした活動を主体にしております。　「②入居者様の笑顔を引き出す心のケアーを！」に
基づきコミュニィケーションを大事にし、笑顔になる楽しい催し, おいしい食事の提供 や家
族的な雰囲気の中、書道教室も開催しております．ひとりひとりが出来ることを出来るだけ発
揮して頂くことをモットーに生活リハビリをいきいきと行っています。文字通り「みんなの
家」としてアットホームな心あたたまるホームです。また毎食前の嚥下体操、および筋力アッ
プの体操にも力をいれており、Ｈ30.1月より全社で推進している「ＮＯＡエクササイズ」を地
域の皆様にもご案内をし定期開催を行う事となりました。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　みんなの家　逗子

 ユニット名 １Fユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

年間事業計画の取り組み状況、事故ヒ
ヤリ報告他、事故を最小限に防ぐため
の個々に合った環境整備の取り組み他
おこなっております。

市の方針で年４回開催しています。市や地域
包括支援センター職員、地域交番連絡協議会
役員、民生委員、ボランティアの書道教師、
家族など多くの分野の人が登録し、参加して
います。事業所の運営状況、各委員会の取組
みなどを報告し意見交換しています。

運営推進会議に出席して頂いている
他、必要に応じ、ホームの実情やケア
の取り組み等伝え、相談するように努
めています。

法人の担当職員は毎週、事業所を訪問し現状
を把握後、市を訪問し、空き室状況や困難事
例など話し合っています。管理者は運営推進
会議の案内状や議事録、事故報告など市の職
員へ手渡しながら、家族会や虐待防止委員会
の取り組みについて報告しています。

事業所は自治会の会員になっており、
回覧板や地域の方々のお誘いにより、
地域の催しに参加させて頂いておりま
す。敬老会、夏祭りの参加他、近隣の
方々にホームでの行事に参加して頂く
等、交流を深めています。今年度は大
谷戸会館へのさまざまな催しに参加し
ております。

事業所は自治会や地域の交番連絡会に加入
し、地域の夏祭りでは駐車場を山車の休憩場
に提供しています。定期的に健康増進のＮＯ
Ａエクササイズなどを開催し近隣の人達と楽
しんでいます。隣接の地域活動センターで開
催するティーサロンや各種の地域活動に、利
用者が参加しています。

　

避難訓練や炊き出し訓練時　参加して
頂くことにより理解を深めて頂いてい
ます．認知症の人の理解や支援の方法
を一緒に考え、その方を支える家族の
支援の場として地域に開かれた施設で
す.又、Ｈ30.1月より「ＮＯＡエクササ
イズ」を月1回開催し、地域に発信して
います。

　

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

管理者と職員は毎朝の申し送り前に皆
で理念を復唱し、意識し、共有してい
ます。今年度は理念を具体的に展開、
履行・確認を忘れずに　目標を立て職
員一人一人が目標を持ち実践に繋げて
おります。ホーム主催の行事を通し
て、または地域からのお誘いにより地
域の催しに参加させて頂いておりま
す。

介護の基本である「必要な人に必要なサービ
スを」という法人理念と、利用者が地域で暮
らし続けるために必要なサービスのあり方を
示した事業所の理念を玄関に掲示していま
す。職員は毎朝、介護の現場に入る前に入口
にある「接遇の行動指針」のカードを一人ひ
とり声を出して読み上げ、確認のサインを
し、１日のケアに取り組んでいます。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

毎月 身体拘束委員会を開催や、年2回
以上の研修会にて、意識の向上を図っ
たり、個々の事例検討をし、身体拘束
マニュアルに基づき身体拘束をしない
ケアの見直しに取り組んでおります。
玄関前は幹線道路の為施錠しています
が、希望時はいつでも開けられます。

毎月、「虐待防止委員会」「身体拘束廃止委
員会」を全体会議の後半に開催しています。
身体的・心理的・放任などいろいろの分野か
ら個別に検討し「虐待防止チェックシート」
にまとめ、対応しています。日常の小さな
「気付き」などからもチェックし、職員全員
で共有認識を図っています。

現在は該当がありません。

契約時、ご家族様に納得して頂けるよ
う説明をしております。また、面会時
等にご家族が抱えている悩みや不安が
あれば聞かせて頂き、理解するよう努
めています。

要望、苦情を入れる箱を設置。御家族
様の直接の意見を反映できるよう行事
にあわせ家族会を年6回設け、意見を運
営に反映させています。

家族会が年６回、多くの熱心な家族や法人職
員が参加しています。事業所の行事や食事の
味付け、職員体制、事業所の整備など要望や
提案など活発に意見交換しています。議事録
も丁寧に記録しており、運営に反映し、サー
ビスの質の確保や向上につなげています。

虐待防止委員会の設置、チェックシー
トの取り組み等を月1回虐待防止委員会
議で検討、エリア会議で発表し、会社
としてとりくんでいます。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

ご利用者様の事前相談でこれまでの生
活歴を伺い、ご本人様の求めているこ
と、習慣　不安なことを理解し、受け
止める努力をしています。出来るだけ
自宅と同じような居室環境を作り、安
心して頂いています。

今度市内にある他の施設と行事を通し
て交流会を持ち、サービスの質を向上
させたいとおもっております。

年2回の人事考課、面談を実施してお
り、その結果を昇給や賞与に反映して
います。仕事の効率化を目指し、スト
レスなく働ける職場環境と時間管理を
することを目標としました。

研修制度には力を注いでおり、職階別
研修や中途入社研修、介護や制度に関
しての研修、資格取得に向けた研修を
実施しています。

毎月フロア会議や全体会議の中で職員
の意見や提案を交換するように努めて
います。

職員は、毎日の申し送りノートに、ケアだけ
でなく運営に関する気づきなどを記録し、共
有し、運営に反映しています。管理者は積極
的に現場を巡回し、職員や利用者と話し合
い、要望や意見を確認しています。管理者は
毎年職員と面談しています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

地域行事への参加や会館行事参加を通
し、ご本人様の馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう支援していま
す。

入居時のアセスメントは、利用者だけでな
く、本人のこれまでの生活習慣などを理解し
ている家族のアセスメントも含まれていま
す。近隣の家族や職員が多く、隣接の地域活
動センターのティーサロンや行事に知人が参
加し、帰りに立ち寄って交流しています。

介護する側、される側関係なく、ひと
つの家族として個々に合わせた生活が
送れるよう、ご利用者様を巻き込んだ
生活をしています。生活リハビリ表を
作成し御利用者様が主体的に生活でき
るよう共働関係を築いております。

ご家族様にお便りなどを通し、行事へ
の参加を呼びかけ、共に支えていく関
係を築いています。ADLの低下に伴い、
ご利用者様のお好きなものをご家族様
に持ってきて頂いたりして、本人を支
えていく関係を築いています。

入居前の面談、アセスメントをとお
し、御家族様のご苦労をお察しし、不
安なことや要望等伺うようにしていま
す。入居後はご本人様の様子を伝えな
がら、ご家族の要望等に出来るだけそ
うように努めています。

ご本人の状態により、ホームでのサー
ビス提供がなされ、また必要があれば
外部のサービスが受けられるか検討、
支援しております。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

ご利用者様一人ひとりの生活のリズム
を理解し、その日の心身状態を総合的
に把握するために生活記録をはじめ
様々なチェック表を作成しています。

日々の様子からご本人様の意向を考察
したり、ご家族様からの情報、意向を
把握し、早めに対処するよう心掛けて
います。

入所時のアセスメントの情報や日々の生活記
録などから利用者の思いや要望などの把握を
心掛けています。困難な場合は「何をしたい
か、何が出来るか」など職員全員で取り組ん
でいます。自分らしく生きることを大切に役
割のある生活の把握に努めています。

入所時の情報、ご家族からの情報を総
括し、日々の様子などから一人ひとり
の暮らし方を把握するために生活記録
を始め、様々なチェック表を作成して
います。

退去された入居者様のご家族が気軽に
ホームに立ちよって下さることもあり
ます。

ご利用者様同士の関係がうまくいくよ
う席替えをしたり、会話の橋渡しをし
ています。ご利用者様が孤立しないよ
う配慮しながらお手伝いをお願いした
り、お声掛けを行っています。気分転
換に１F・２F合同の場を設けたりして
おります。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

運営推進会議等で得られた情報によ
り、地域の方や消防隊のお力添えを頂
き、安全で豊かな暮らしを楽しむこと
が出来る支援をしております。地域で
のグループホームの役割を担い、地域
の一員としての貢献しています。ご近
所サロンの参加をはじめ会館利用を通
じ楽しむことの支援をしています。

入居の際にご家族様からのご希望を伺
い、提携の内科医を紹介すると共に24
時間　適切な医療を受けられるように
支援しております。

家族の意向を踏まえ協力病院の医師がかかり
つけ医になっています。内科医、歯科医はそ
れぞれ月２回、歯科衛生士は月４回の口腔ケ
ア実施、医療連携看護師は週１回２４時間オ
ンコールです。インフルエンザの予防接種
は、利用者、職員ともに実施しています。

個々の体調管理を把握し、その日の状
態を申し送りにて共有する他、生活記
録にて過去何日かの様子を確認するこ
とで情報を共有し、実践に活かして素
早い対応をしています。

協力医療機関の訪問診療と臨時往診を
受けられる体制があり、電話連絡、往
診等の対応で、ご利用者様の安心、安
全が保たれるよう支援を行っていま
す。また、医療リハビリ等や機関への
紹介も行っています。

アセスメントの内容とご家族様の意向
を基にカンファレンスを行っていま
す。モニタリングも定期的に実施し、
ケアプランに反映させています。また
ヒヤリハットからカンファレンスを行
い環境整備に取り組んでいます。

日々の申し送りノートや生活記録、種々の
チェック表などから３ヶ月ごとに利用者の変
化や気づきなどをモニタリングしています。
利用者のヒヤリハットを課題としてとらえ、
ケアプランに反映しています。６ヶ月ごとに
医師・看護師の助言、家族の要望など取り入
れ、現状に即した介護計画を更新していま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

定期開催の運営推進会議にも近所の方
が多数ご参加くださるので、その中で
の発信を行ったり、ご家族様などを通
して地域の方々の協力体制の構築を
図っています。

年２回、防災避難訓練を実施しています。う
ち１回は夜間想定です。非常食や飲料は３日
分を備蓄し、敷地内に設置した防災倉庫に保
管し、一覧表により保存期限を管理していま
す。緊急時の非常持出書類として利用者の体
調や服薬歴を記載した個人別バイタルサイン
表があります。

医師の診断をふまえご本人様やご家族
様の意向に配慮しつつ　その方がその
かたらしくいきることを目標に　事業
所が対応できる最大の支援方法を踏ま
えて話し合い、ご家族様や医師と協
力・連携を図りながら、地域関係者に
も看取り介護中であることを伝え、
チームで支援しています。

入居時に利用者、家族に重要事項を説明し、
ターミナルケアや看取りについて理解を得る
と共に、文書で同意を得ています。入居後の
状況により随時見直しの支援をしています。
看取りの実績があり、要望があった場合は、
看取り看護計画を策定して対応しています。
職員研修も随時実施しています。

急変、事故発生時のマニュアルのもと
連絡体制を作成し　速やかに対処でき
るように実践力を身につけています。
今年度は救急電話連絡のシュミレー
ションを定期的に行っている他，ＡＥ
Ｄをつかった救命方法も対応していま
す。

医療連携看護師が週1回来設するため、
日常の健康管理相談や医療活用支援他
往診医との連携により早期発見、適切
な処置がなされるよう支援していま
す。また訪問看護ステーションから派
遣された訪問看護師により、特別指示
書にて看護されている方もおります。

入院の際は介護サマリーを医療機関に
届け、医師、看護師に容態を伺い情報
交換や相談に努めています。またご家
族様、医療機関、事業所が協働しなが
ら退院に向けた話し合いが持たれてい
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

食事の支度や配膳、下膳などをスタッ
フと一緒に行っています。また、お誕
生会や行事の際は、なるべくお好みの
メニューを提供できるよう努めていま
す。また生活リハビリの一環として利
用者様が率先して行うよう支援してお
ります。

食材、メニューは外注ですが、専属の職員が
手作りで調理しています。刻み食や流動食に
も対応しています。おやつの時間も楽しみで
す。敬老の日の紅白饅頭、秋の味覚祭、クリ
スマス、正月など、季節ごとに特別食を提供
しています。食器拭きの手伝いをする利用者
もいます。

個々の個性を大切にし『自己決定』
『残存機能の活用』をするなどして、
ご利用者様の意思を大切にし支援して
います。

日々の整容のお手伝いを行っておりま
す。髪のとかし方や、本日着る服の選
択をして頂く等、なるべくご本人様の
嗜好に即した方法を取るようにしてい
ます。又、月1回の訪問理美容による整
髪を行っています。

一人ひとりの性格や心身の状態を把握
し、その方にあった言葉かけや対応を
心掛けています。また感謝の気持ちを
表す言葉を心がけております。

身体拘束廃止委員会、虐待防止委員会を開催
し、特にスピーチロックに留意しています。
利用者には原則「さん」付けで声をかけ、同
意なく居室の扉を開けない。トイレ誘導は小
声で周りに配慮し、入浴時の介助は同性を基
本とするなどの周知を図っています。

ご利用者様の生活のペースに合わせ
て、その人らしく生活が送れるよう支
援しています。また、その都度、意向
を伺いご利用者様の判断を仰ぐように
しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

排便の有無を排泄表に記載し、医師に
相談，その方にあった服薬や食物や飲
料を提供しております．ご家族と相談
しながら散歩や体操などを勧め、予防
に取り組んでいます。

ご利用者様の体調を事前にチェック
し，御本人様に希望を伺い，出来るだ
け希望にそうよう努めています．基本
的に１対１ケアが基本です．

入浴は原則週２回、午前中に実施していま
す。体調やその日の気分で変更することも可
能です。明るい浴室の浴槽はリフトも完備し
ています。季節によりゆず湯やしょうぶ湯に
して利用者は入浴を楽しんでいます。入浴の
際は必ず介助を実施しています。

歯科衛生士が月4回、歯科医が月2回往
診するほか、職員が指導を受け、毎食
後、ご利用者様の力に応じた口腔ケア
を行っています。嚥下機能を高め、重
度ケアとして清潔を保持できるような
支援にも力を入れています。

排泄チェック表を活用し、一人ひとり
の排泄パターンを把握しています。自
立した排泄に向けた支援をし、健康面
でのサポートもしています。

排泄チェック表に基づき、利用者のサインを
見逃すことなく、トイレ誘導を行っていま
す。利用者に羞恥心を与えることのないよう
配慮して支援しています。自立排泄が強制に
ならないよう利用者の体力に応じて支援し、
必要に応じて看護師の助言も得ています。

摂取量として1日1500～1600カロリーを
目安として記録にも記載しています。
水分も1日1000cc以上を目安に摂取でき
るよう支援し、摂取量を記録していま
す。また形状工夫や褥瘡予防にむけた
タンパクゼリーの摂取等　一人ひとり
の状態に合わせた摂取を心がけ取組ん
でいます。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

出来る時は職員の付き添いのもと、で
きる方は買い物の際、レジでお金を支
払って頂くなどの支援をしています。

個々の潜在している記憶や力を活か
し、家事や趣味等、役割を持って頂い
ています　．第二、第四火曜日にボラ
ンティア講師による書道教室を開催し
ています。気分転換にティ－サロンや
会館の催しに参加しています。

ご家族様の協力をえて、外出支援をし
ています。又、なるべく天気の良い日
は、近所のお散歩に行くように努めて
います。

事業所前が比較的交通量の多い狭い道路のた
め、長時間の散歩は困難ですが、近所のコン
ビニエンスストアまで職員が同行したり、隣
地の地域活動センターに出かけたり、敷地内
でひなたぼっこをしています。花見にも出か
けています。家族の理解を得た外出支援もあ
ります。

日中の活動を増やし、夜間は良眠でき
るよう支援しています。安心されるよ
うな声かけや個々に合わせた室内の工
夫をし支援しております。

居宅管理指導に基づいて、薬局のハッ
クドラッグと連携し服薬管理を行って
います。また、職員一人ひとりが服薬
表の内容を把握し、Ｗチェックの実
施、服薬支援と病状の変化の確認に努
めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居時、使い慣れた日用品を持ってき
て頂いており、仏壇を持参されている
ご利用者様もいます。テレビ、チェ
ア、アルバムなどご本人様が心地よく
過ごせるよう配慮しています。

各居室には花の名前が付けられ、ギャッジ
ベッド、洗面台、タンス、クローゼット、照
明、カーテンは備えられています。安全確認
のため人感センサーも付いています。利用者
は自宅から馴染みのある思い出の品々やテレ
ビなどを置き、居心地よく過ごしています。

建物内部はバリアフリーになってお
り、手すりも完備されているため安全
で自立した生活が送れます。お一人お
一人の出来ることわかる事を活かして
御本人の意に沿う生活が送れるよう随
時、環境整備を工夫しております。

玄関や居間は季節感のある物を飾るよ
うに心掛けています。トイレも気持ち
よく出入りできるように清潔に配慮
し、和やかな空間になるよう努めてい
ます。又、現在経年劣化した場所の改
修を進めています。

玄関には生花や大きな油絵が飾られ、写真入
りの職員紹介の掲示板があります。リビング
兼食堂も広く、ソファーも置かれています。
窓から竹林が眺められ、利用者の習字やぬり
絵の作品が壁に飾られて明るく温かい雰囲気
が醸し出されています。

フロアにはテレビやソファーを置いて
家庭的な共有の空間作りをしていま
す。また利用者様の作成された作品を
展示したり、居心地の良い場所を提起
しています。

ご利用者の希望に応じ電話の取次や、
ポスト投函をしています。年賀状を書
くなどの支援もしています。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　みんなの家　逗子

2Fユニット

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

管理者と職員は毎朝の申し送り前に皆で
理念を復唱し、意識し、共有していま
す。今年度は理念を具体的に展開、履
行・確認を忘れずに　目標を立て職員一
人一人が目標を持ち実践に繋げておりま
す。ホーム主催の行事を通して、または
地域からのお誘いにより地域の催しに参
加させて頂いております。

事業所は自治会の会員になっており、回
覧板や地域の方々のお誘いにより、地域
の催しに参加させて頂いております。敬
老会、夏祭りの参加他、近隣の方々に
ホームでの行事に参加して頂く等、交流
を深めています。今年度は大谷戸会館へ
のさまざまな催しに参加しております。

　

避難訓練や炊き出し訓練時　参加して頂
くことにより理解を深めて頂いていま
す．認知症の人の理解や支援の方法を一
緒に考え、その方を支える家族の支援の
場として地域に開かれた施設です.又、
Ｈ30.1月より「ＮＯＡエクササイズ」を
月1回開催し、地域に発信しています。

　

年間事業計画の取り組み状況、事故ヒヤ
リ報告他、事故を最小限に防ぐための
個々に合った環境整備の取り組み他おこ
なっております。

運営推進会議に出席して頂いている他、
必要に応じ、ホームの実情やケアの取り
組み等伝え、相談するように努めていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

毎月 身体拘束委員会を開催や、年2回以
上の研修会にて、意識の向上を図った
り、個々の事例検討をし、身体拘束マ
ニュアルに基づき身体拘束をしないケア
の見直しに取り組んでおります。玄関前
は幹線道路の為施錠していますが、希望
時はいつでも開けられます。

虐待防止委員会の設置、チェックシート
の取り組み等を月1回虐待防止委員会議
で検討、エリア会議で発表し、会社とし
てとりくんでいます。

現在は該当がありません。

契約時、ご家族様に納得して頂けるよう
説明をしております。また、面会時等に
ご家族が抱えている悩みや不安があれば
聞かせて頂き、理解するよう努めていま
す。

要望、苦情を入れる箱を設置。御家族様
の直接の意見を反映できるよう行事にあ
わせ家族会を年6回設け、意見を運営に
反映させています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

毎月フロア会議や全体会議の中で職員の
意見や提案を交換するように努めていま
す。

年2回の人事考課、面談を実施してお
り、その結果を昇給や賞与に反映してい
ます。仕事の効率化を目指し、ストレス
なく働ける職場環境と時間管理をするこ
とを目標としました。

研修制度には力を注いでおり、職階別研
修や中途入社研修、介護や制度に関して
の研修、資格取得に向けた研修を実施し
ています。

今度市内にある他の施設と行事を通して
交流会を持ち、サービスの質を向上させ
たいとおもっております。

ご利用者様の事前相談でこれまでの生活
歴を伺い、ご本人様の求めていること、
習慣　不安なことを理解し、受け止める
努力をしています。出来るだけ自宅と同
じような居室環境を作り、安心して頂い
ています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

入居前の面談、アセスメントをとおし、
御家族様のご苦労をお察しし、不安なこ
とや要望等伺うようにしています。入居
後はご本人様の様子を伝えながら、ご家
族の要望等に出来るだけそうように努め
ています。

ご本人の状態により、ホームでのサービ
ス提供がなされ、また必要があれば外部
のサービスが受けられるか検討、支援し
ております。

介護する側、される側関係なく、ひとつ
の家族として個々に合わせた生活が送れ
るよう、ご利用者様を巻き込んだ生活を
しています。生活リハビリ表を作成し御
利用者様が主体的に生活できるよう共働
関係を築いております。

ご家族様にお便りなどを通し、行事への
参加を呼びかけ、共に支えていく関係を
築いています。ADLの低下に伴い、ご利
用者様のお好きなものをご家族様に持っ
てきて頂いたりして、本人を支えていく
関係を築いています。

地域行事への参加や会館行事参加を通
し、ご本人様の馴染みの人や場所との関
係が途切れないよう支援しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

ご利用者様同士の関係がうまくいくよう
席替えをしたり、会話の橋渡しをしてい
ます。ご利用者様が孤立しないよう配慮
しながらお手伝いをお願いしたり、お声
掛けを行っています。気分転換に１F・
２F合同の場を設けたりしております。

退去された入居者様のご家族が気軽に
ホームに立ちよって下さることもありま
す。

日々の様子からご本人様の意向を考察し
たり、ご家族様からの情報、意向を把握
し、早めに対処するよう心掛けていま
す。

入所時の情報、ご家族からの情報を総括
し、日々の様子などから一人ひとりの暮
らし方を把握するために生活記録を始
め、様々なチェック表を作成していま
す。

ご利用者様一人ひとりの生活のリズムを
理解し、その日の心身状態を総合的に把
握するために生活記録をはじめ様々な
チェック表を作成しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

アセスメントの内容とご家族様の意向を
基にカンファレンスを行っています。モ
ニタリングも定期的に実施し、ケアプラ
ンに反映させています。またヒヤリハッ
トからカンファレンスを行い環境整備に
取り組んでいます。

個々の体調管理を把握し、その日の状態
を申し送りにて共有する他、生活記録に
て過去何日かの様子を確認することで情
報を共有し、実践に活かして素早い対応
をしています。

協力医療機関の訪問診療と臨時往診を受
けられる体制があり、電話連絡、往診等
の対応で、ご利用者様の安心、安全が保
たれるよう支援を行っています。また、
医療リハビリ等や機関への紹介も行って
います。

運営推進会議等で得られた情報により、
地域の方や消防隊のお力添えを頂き、安
全で豊かな暮らしを楽しむことが出来る
支援をしております。地域でのグループ
ホームの役割を担い、地域の一員として
の貢献しています。ご近所サロンの参加
をはじめ会館利用を通じ楽しむことの支
援をしています。

入居の際にご家族様からのご希望を伺
い、提携の内科医を紹介すると共に24時
間　適切な医療を受けられるように支援
しております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

医療連携看護師が週1回来設するため、
日常の健康管理相談や医療活用支援他往
診医との連携により早期発見、適切な処
置がなされるよう支援しています。また
訪問看護ステーションから派遣された訪
問看護師により、特別指示書にて看護さ
れている方もおります。

入院の際は介護サマリーを医療機関に届
け、医師、看護師に容態を伺い情報交換
や相談に努めています。またご家族様、
医療機関、事業所が協働しながら退院に
向けた話し合いが持たれています。

医師の診断をふまえご本人様やご家族様
の意向に配慮しつつ　その方がそのかた
らしくいきることを目標に　事業所が対
応できる最大の支援方法を踏まえて話し
合い、ご家族様や医師と協力・連携を図
りながら、地域関係者にも看取り介護中
であることを伝え、チームで支援してい
ます。

急変、事故発生時のマニュアルのもと連
絡体制を作成し　速やかに対処できるよ
うに実践力を身につけています。今年度
は救急電話連絡のシュミレーションを定
期的に行っている他，ＡＥＤをつかった
救命方法も対応しています。

定期開催の運営推進会議にも近所の方が
多数ご参加くださるので、その中での発
信を行ったり、ご家族様などを通して地
域の方々の協力体制の構築を図っていま
す。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家逗子.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

一人ひとりの性格や心身の状態を把握
し、その方にあった言葉かけや対応を心
掛けています。また感謝の気持ちを表す
言葉を心がけております。

ご利用者様の生活のペースに合わせて、
その人らしく生活が送れるよう支援して
います。また、その都度、意向を伺いご
利用者様の判断を仰ぐようにしていま
す。

個々の個性を大切にし『自己決定』『残
存機能の活用』をするなどして、ご利用
者様の意思を大切にし支援しています。

日々の整容のお手伝いを行っておりま
す。髪のとかし方や、本日着る服の選択
をして頂く等、なるべくご本人様の嗜好
に即した方法を取るようにしています。
又、月1回の訪問理美容による整髪を
行っています。

食事の支度や配膳、下膳などをスタッフ
と一緒に行っています。また、お誕生会
や行事の際は、なるべくお好みのメ
ニューを提供できるよう努めています。
また生活リハビリの一環として利用者様
が率先して行うよう支援しております。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

摂取量として1日1500～1600カロリーを
目安として記録にも記載しています。水
分も1日1000cc以上を目安に摂取できる
よう支援し、摂取量を記録しています。
また形状工夫や褥瘡予防にむけたタンパ
クゼリーの摂取等　一人ひとりの状態に
合わせた摂取を心がけ取組んでいます。

歯科衛生士が月4回、歯科医が月2回往診
するほか、職員が指導を受け、毎食後、
ご利用者様の力に応じた口腔ケアを行っ
ています。嚥下機能を高め、重度ケアと
して清潔を保持できるような支援にも力
を入れています。

排泄チェック表を活用し、一人ひとりの
排泄パターンを把握しています。自立し
た排泄に向けた支援をし、健康面でのサ
ポートもしています。

排便の有無を排泄表に記載し、医師に相
談，その方にあった服薬や食物や飲料を
提供しております．ご家族と相談しなが
ら散歩や体操などを勧め、予防に取り組
んでいます。

ご利用者様の体調を事前にチェックし，
御本人様に希望を伺い，出来るだけ希望
にそうよう努めています．基本的に１対
１ケアが基本です．

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家逗子.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

日中の活動を増やし、夜間は良眠できる
よう支援しています。安心されるような
声かけや個々に合わせた室内の工夫をし
支援しております。

居宅管理指導に基づいて、薬局のハック
ドラッグと連携し服薬管理を行っていま
す。また、職員一人ひとりが服薬表の内
容を把握し、Ｗチェックの実施、服薬支
援と病状の変化の確認に努めています。

個々の潜在している記憶や力を活かし、
家事や趣味等、役割を持って頂いていま
す　．第二、第四火曜日にボランティア
講師による書道教室を開催しています。
気分転換にティ－サロンや会館の催しに
参加しています。

ご家族様の協力をえて、外出支援をして
います。又、なるべく天気の良い日は、
近所のお散歩に行くように努めていま
す。

出来る時は職員の付き添いのもと、でき
る方は買い物の際、レジでお金を支払っ
て頂くなどの支援をしています。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家逗子.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ご利用者の希望に応じ電話の取次や、ポ
スト投函をしています。年賀状を書くな
どの支援もしています。

玄関や居間は季節感のある物を飾るよう
に心掛けています。トイレも気持ちよく
出入りできるように清潔に配慮し、和や
かな空間になるよう努めています。又、
現在経年劣化した場所の改修を進めてい
ます。

フロアにはテレビやソファーを置いて家
庭的な共有の空間作りをしています。ま
た利用者様の作成された作品を展示した
り、居心地の良い場所を提起していま
す。

入居時、使い慣れた日用品を持ってきて
頂いており、仏壇を持参されているご利
用者様もいます。テレビ、チェア、アル
バムなどご本人様が心地よく過ごせるよ
う配慮しています。

建物内部はバリアフリーになっており、
手すりも完備されているため安全で自立
した生活が送れます。お一人お一人の出
来ることわかる事を活かして御本人の意
に沿う生活が送れるよう随時、環境整備
を工夫しております。
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